
令和６年度一般会計決算 昨年度は、どんな事業が進められたの？
どう使われたのかしっかりチェック！歳出総額　90億9,319万円

町政
課題研究会
90万円

事業者用
ゼロカーボン

補助金８件 43万円

第6分団に小型動力ポンプ
積載車・小型動力ポンプ配備

1,650万円

家庭用
ゼロカーボン

補助金83件 675万円

生ごみ処理機器
設置補助金
26件 80万円

八島高原園地景観改善、
木道環境維持、案内看板設置

104万円

北小トイレ
洋式化
169万円

補聴器
購入補助金
35件 104万円

南小体育館
照明ＬＥＤ化
１,597万円

その他の「いいね！」事業その他の「いいね！」事業

大型事業 新規・拡充事業

　懸案だった吊り天井や劣化した設備機器の改善
等が完了しました。

総合文化センター大ホール等改修
8億818万円

　Ｒ８年度まで工事が続きますが、騒音・振動など
に対する近隣住民の皆さんへの配慮もされました。

高木橋架け替え工事
1億6,043万円

「地域公共交通計画」策定
204万円

　町が目指すべき公共交通の在り方や将来像を、
Ｒ５年度の調査を踏まえ、地域公共交通協議会で
の議論やパブリックコメントを経て決定しました。

こども家庭センター
　教育こども課内に、「こども家庭センター」が
開設されました。妊娠期・出産・子育て期の様々
な困りごとの相談窓口として、具体的な支援に繋
げる役割を果たしています。

中高生海外研修事業
891万円

　研修先をオーストラリアケアンズに変更すると
ともに、高校生も対象に加えました。
　定員を超える応募があり、抽選を行った上での
研修が行われました。

　事前調査により「老朽危険空家」と判定された
空家が補助対象で、補助対象経費の4/5、上限80
万円を補助。６軒が除却されました。

移住交流総合拠点整備事業
194万円

　信州大学や県建築士会の協力を得て、旧矢﨑商
店の調査研究が進められました。歴史的価値が認
められた調査研究の成果は報告書としてまとめら
れ、国の登録有形文化財指定に向けての力になり
ました。

ＵＩＪターン就業・創業
移住支援事業補助金

120万円
　都市圏から下諏訪町に移住し、就業・創業する
方に支援金を支給。補助開始初年度は３人の実績
でした。制度のＰＲが求められます。

老朽危険空家除却補助金
479万円

町民生活への支援町民生活への支援
物価高騰に直面する低所得者、
子育て世帯などへの支援

定額減税補足給付金給付事業
1億3,990万円

住民税均等割のみ課税世帯
生活支援給付金給付事業

4,689万円

住民税非課税世帯等
生活支援給付金給付事業

3,441万円

上下水道基本料金減免
4,286万円

子育て世帯物価高騰対応
重点支援給付金給付事業

1,371万円

臨時経済対策事業
(商工会議所地域経済対策支援事業補助金)

500万円
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